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ーゼだけであった。 しかしアミラ ー~の検索中に奇妙な現象がお乙り ， ζれを追究した結果，ピタミン
Cの外lζ未知還元性物質の存在が推定された。又多分乙の物質とは別のものであろうと思われるが銅
イオンの存在の下においでさえ，ピタミンCの破滋を著しく妨害する物質が存在する乙とが推定され
た。ζのピタミンC破媛防止物質 (Ascorbic Acid Protective Factor，略してAAPFとする)
はニンニクの外タマネギ，ラッキヨウ，ノピル等のアリウム属植物lζ広く分布しているようである。






( 1 ) 
-2ー 食 物学
(1) アミラーゼ 酵素液のでん粉糊精化力を測定する方法{討を採用した。 ζの方法はWohlgemuth
法を光電比色計ではかるように改良した方法である。





2 ， 基質液 : 可溶性でん粉 O， 8g を 3~5mlの純水にけん濁し， 乙れlζ 2Nのか性ソーダ液 1mlを加
え，沸とう水溶上で加熱して透明液とし，乙れに2Nの塩酸液1ml加えた後，全容を おOmlIζ稀釈
し，炉紙でi戸過する。実験当日調製する方がよい。






(2) インペルターゼ 還元糖量測定法仰を用いた。 25ぢしよ糖液20mlIζ酵素液 5ml，トルオー













酵素液はニンニク抽出液 (5倍稀釈液)と比較として Zー パンク抽出液 (196)を用いた。
(5) ホスファターゼ 中村による Allen変法的を用いた。酵素液1mlと基質液(グリセロ燐酸カ
ルシウム2∞mg/dl)1 ml，酢酸かんしょう液1mlを入れ370Cの恒温槽で一定時間反応させた後10
Mトリクロール酢酸1mlで反応を停止させ，百五紙でf-'j邑，tp液1mlをとり1096HzS041 ml ，アミ ド
( 2 ) 
渡辺他:ニンニク有効成分 - 3-
ール試薬1ml，モリブデン試薬1ml，水2mlを加え15分後比色定量する (120mμ)。
(6) オキシダーゼ グアヤコール反応的で定性的に調べた。グアヤコール 19杉液 1話留にニンニク
抽出液 (5倍稀釈)5 mlを混合する。オキシダーゼがあれば直ちに赤くなるはずである。
(7) パーオキシダーゼ グアヤコール反応{仰を用いる。ニンニク酵紫液5mlにグアヤコール1%








No. 1 でん粉液1ml+ニンニク液1ml+水2ml 








いと云われる ヒドラ ジッド法によって還元性ピタ ミンC盆を測定して， ピタミンC以外の還元性物質
量を知るととにつとめる。
1 Folin試薬法(10) ニンニク浸出液4ml，燐酸かんしょう液 (pH6.4)2 ml，モノ沃度酢酸溶液
(18. 6~杉) 1 mlを混合し，乙れを370Cの水浴に5分間つけP紙で炉過，iP液iζ Folin試薬(タング
ステン酸ナトリウム19.8g 1(85;ぢ燐酸10.6g，水30mlを加え加熱溶解し，乙れを冷却して飽和泉素
水を加えた後加熱して過剰の臭素を追い出し7l<で 1∞mlとした液) 1 mlを加え混和した後再び10
分間 370Cの水浴iζ放置， 流水中で・10分以上冷却した後P過し，iP液を1時間以内に比色定置する
(120mμ)。盲検として Folin試薬1mlの代りに0.3N H2S04 1 mlを用いて同僚に行う。ニンニク
浸出液は5倍稀釈液を作り乙れに等量の5%メタ燐酸液を加えて作る。





( 3 ) 
?
物食- 4-
mlずつ加える。との中 l本を本試験，他を盲検とする。本試験の方lζ2，4ー ヂニトロフェ ニJレヒドラ
































1CA水9mI 1C10-4 M Cu..液1mlを加えて作る。ニンニク抽出液はニンニク10gをすりつぶし全
量を水で 50mlIζ稀釈した後 TCA(8%)を2ml添加して除蛋白し伊過した百三液を用いる。






































3.40 3.60 3.50 
対照 2ま質被 1.06 0.8ο 1.10 
反液 3.34 5.42 6.∞ 
ニンニク
1.22 1. 01 1.20 
対照 基質液 1.06 0.80 1.10 





Zー ノマンク 2.∞ 2. 72 
ニ ン ニ ク 1.32 1.35 
(数値は0.05N NaOH滴定値ml数)
114表ニンニクフォスファターゼカ
反応時 間(分) 。 10 40 80 
O.∞ 0.055 O.∞ 0.013 
対照 質液 (S) 0.00 0.00 0.035 0.057 
対照 針 (E+S) O.∞ 0.055 0.035 0.070 
反 応 液(E S) O.∞ 0.13 0.22 0.395 
差 (ES)ー (E+S) O.∞ 0.075 0.185 0.325 
(数値は吸光度)
君臨5重量 ニンニク~茎中IL存在する酵素類の検索結果
酵 素名称|検 出 方 法 |客在宗
アミ ラーゼ|沃皮澱粉反応
イン ベノレターゼ|還元力測定
リ バ ー ゼIWillstatterアルカリ滴定
プロテアーゼ|フオルモール泌定法
ホスフ 7 ター ゼIAllen によるモリプデン曾比色法| 特
オキシターゼlグアヤコール反応
ノマーオキシターゼ 11 +? 
(一存在せず，+存在する.-t相当量存在する， +?存在す
るかどうか疑問である)































































No. 2 11 1 ml+ 11 
2 ml+ 1 ml 
No. 3 グ O.5ml+ 11 
















なお第2 図に示した二ンニク汁は冬期 (11月~2 月
)のニンニク (催芽時)から調調したものであるが，













No. 1 V. C+TCA7.k No. 2 V. C+ニンニク










、"'~ ヱ.‘. 0.1 
t::主， ， 守 f ~ 
反応時間(時間)
M3図ニンニク放のビタミンC保護作用(夏期)
No. V1C+TCA水 No. 2 V1C+ニンニク抽出液
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Summary 
The resu1ts of the examination of enzymes in garlic indicated that it contains only 
phosphatase in addition to allinase. During the course of the study. the presence of am 
unknown material having a reducing power was detected. This substance was found 
to be something other than vitamin C and to possess a property to protect the latter' s
desctruction even in the presence of cuprous ion. 
( 8 ) 
